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グローバル経営からみたシベリアのイノベーションと科学
新潟大学･敬和学園大学他非常勤講師 富山栄子
はじめに
1950年代未､ソ連邦東部地域にソ連科学アカデミーのシ
ベリア支部と極度支部という大規模な研究基盤の形成が始
まったoその日標は､第 1に学際的で複合的な基礎研究を
組織すること､第2にシベリア･極東の発展に貢献すべく
科学と生産の密接な連関を実現すること､第3に新たに設
立された大学で研究要員を育成することにあった｡そして､
ここ-フルシチョフ時代にシベリア開発の拠点として全上
から優秀な人材が旗められた｡こうして､現在のテクノポ
リスやテクノパークの原型であるノヴォシビルスク学園都
市(アカデムゴロドク)が短期間に建設された｡研究の中
心であるロシア科学アカデミー･シベリア支部は､モスク
ワ､サンクト･ベテルブルグとならぶロシアの研究拠点で
ある｡研究所の大部分は､ノヴォシビルスク市から車で40
分ほどの所にあるアカデムゴロドクにある｡シベリアだけ
で】00ヶ所を超える研究所や研究センターが科学アカデ
ミー･シベリア支部の傘下で活動を行ってきた｡アカデム
ゴロドクには､応用理論力学研究所､熱物理学研究所､流
体動力学研究所､水力ハルス機械設計工業研究所､計算数
学数学地球物理学研究所､エルショフ情報学システム研究
所､計算機技術設計工学研究所､核物理学研究所､レーザー
物理学研究所､半導体物理学研究所､応用超小型電子技術
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図1.科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所
設計工業研究所､自動化技術電気計測術研究所､科学機器
製作設計工業研究所､触媒研究所､無機化学研究所､有機
化学研究所､石油ガス地質学研究所､地球物理学研究など
がある｡経済産業生産組織研究所(図 1)もあり､これら
の多くは､園内はもとより世界でも核物理学など先端的な
技術開発に携わるようになっていった｡
ところが､旧ソ連､ロシアの科学技術を取り巻く環境は
ソ連崩壊以降､急激に悪化した｡どれくらいシベリアの科
学技術を取り巻く環境は悪化したのであろうか?その理山
は何なのだろうか?そもそもシベリアの科学のレベルは本
当に高いのであろうか?日本はシベリアとの科学技術交流
では何を行ってきたのであろうか?シベリアの科学の中で
有望な科学技術は何なのだろうか?経済のグローバル化が
進むなか､今後､われわれはグローバルな経常の視点から
ロシア･シベリアとどのようにつきあっていけばいいので
あろうか?
本稿ではこれらの課題について検証し考察する｡
1.シベリアの科学技術をとりまく環境の変化
ロシアの研究者は､Il1ソ連時代には大きな国家保証を得
ながら､純粋に研究に没頭できた｡ロシアの巨大な科学技
術ポテンシャルを創出し､それを支えたものは､巨大な軍
産複合体､軍事予算であった｡冷戦の終蔦によって､これ
らを失った科学アカデミーは市場が求めるものを研究･開
発しなければ生き残れない状況になっていった｡
かつては旧ソ連でもっとも高い社会的地位を誇っていた
ロシアの研究者の数は1992年から10年の関にほぼ半減して
しまったl｡アカデミゴロドクがあるノヴォシビルスク州
でも､科学･学術機関で働く人数は1990年には74,300人い
たが､1999年には32.500人とほぼ半減している2｡このよう
に､シベリアにおいても科学部門の就業者数が市場経済化
以降､激減している｡
ソ連邦解体以前は､アカデムゴロドクの研究所も､国家
財政によって支えられてきた｡しかし､ソ連邦の解体によっ
';●肇者らは笹川､巨和財団｢ロシアとアジア｣プロジェクトの一環として､2004年8)]17日～9月 1日までロシア･イルクーツク､ノブォシビルスク､
中国黒龍江省ハルビン､遼寧省清陽を訪問し､調査･資料収集を行った｡イルクーツクでは､イルクーツク州政肘､ロシア科学アカデミー･シベリ
ア支部イルクーツク科学センター､ロシア国立イルクーツク工科大学､ノダオシビルスクではノヴォシビルスク市役所､シベリア地域間適合｢シベ
リア合意｣､シベ!)ア見本市､ノグォシビルスクT科大学､ロシア.アカデミゴロドク科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所を訪
rHjしたC本稿は現地調査の成果の一部である｡
)poccⅡ五cm丘CTaTTICTmeCI(Ⅱ丘ExerozTERK2003.CTP.525.rocEOMCTaTPoccEn,
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て､地域の研究機関や教育機関を支える国家予算が縮小し､
研究条件が大幅に悪化するようになった｡さらに､工業部
門､とりわけ軍産複合体の衰退により､工業部門からの資
金の激減がこれに拍車をかけた3｡
研究者の給与
シノドリアの大半の研究所では研究費の不足どころか施設
維持費､人件費を捻出するのにやっとのところもある｡ノ
ヴォシビルスク市では､そもそも科学部門の賃金が低い｡
同市では2002年の科学部門の就労者の 1ケ月あたりの平均
給与は4月65ルーブルであり､金融12,262ルーブル､電力
7,350ルーブル､建設5,719ルーブル､運輸5,438ル∵ブル､
通信5,424ルーブルよりも低い｡そして､同市の平均給与
4,772ルーブルよりも若干多い程度である｡我々が調査を
行った経済産業生産組織研究所でも､若手研究者が金融や
産業界など-転職し研究所を去り､年配の研究者が主とし
て研究所に残るという問題が生じていた4｡
研究テーマの選択
研究機関として生き残っていくには､政府以外の資金源
を得る必要がある｡シベリアの科学アカデミーの現状も日
本と同様､研究費を獲得できる研究テーマの選択が重要に
なっている｡ロシアの研究所が研究活動を行えるか否かは､
世界的な規模での研究の応用､利用を視野に入れた研究立
案を行い､PRできるかどうかにかかっている｡ところが､
市場が求めるものを開発することはロシアが苦手とする分
野であったS｡ーそれはなぜなのであろうか｡
研究と生産の分離
ソ連において､｢科学アカデミー｣は､高い地位を有し
ていた｡ソ連邦では大学は教育中心､科学アカデミーは基
礎研究が中心､応用研究の中心は各省庁の研究所という休
制であった｡ソ連指導部は､革命以前の科学研究組織のシ
ステム改革にあたっては､カイザー･ウイル-ルム協会傘
下の研究所が国家科学の基礎をなしていたドイツを模範に
選んだ｡その中央集権的研究所システムを､基礎研究分野
だけでなく､産業技術開発分野にまで適用した｡研究所は
モスクワをはじめとする中心的な都市につくられた｡
そして､スターリン時代に実体経済部門､とくに民生部
門からの研究所科学の分離が確立した｡これが､研究と生
産の分離-とつながり､ソ連の産業の技術革新を遅らせる
ことになった｡この断絶を克服せよとのゴルバチョフ時代
にいたるまでの党と政府の再三の呼びかけにもかかわら
ず､事態は変わらなかった｡その結果､ソ連の産業開発は
民生部門から遊離した脆弱なものになった｡80年代には准
博士号を持っソ連の科学者全体のわずか3%しか生産現場
にいなかった｡こうして､研究所は､組織的にも､地理的
にも､さらには理念的にも工場から分離してしまったので
ある｡
科学アカデミーや各省庁に所属する科学研究所という中
央集権的な研究所システムは､水力発電所の建設､原子爆
弾の製造､あるいは弾道弾ミサイルの開発といった優先分
野における巨大な資源の動員を必要とする大規模プロジェ
クトではその真価を発揮した｡だが､｢トップダウン｣さ
れた詳細な優先課題が存在しない条件下での事業､たとえ
ば､ハイテク部門や消費財市場志向部門の事業には適さな
かった｡ロシアの研究所は完成した技術の買い手を見つけ
る能力も､また自分の開発成果を市況に適合するレベルま
で仕上げる能力も持てなかった｡このように､基礎研究の
成果を製品開発に結実させる面でロシアは遅れてきたので
ある｡最大の問題点は基礎研究の成果を実用化できないと
ころにあった｡
イノベーション･マネージャー
欧米には､研究開発者､メーカーおよ､び投資家の仲立ち
をして統一的な連鎖を創り出す専門家､｢イノベーション･
マネージャー｣や｢テクノロジー･ブローカー｣がいる｡
ロシアにはこのような専門家が存在しなかった｡これが出
現し始めたのは1997年である｡彼らは､既に完成した技術
の取引から始めた｡
外国のある大規模家庭用電子機器メーカーが､ロシアの
専門家の協力で新しいタイプのマイクロエレクトロニクス
2 BeJIJIe耳凡ⅡP,Il.¢.(2002)CoBpeMeEEOeCOCTO5IEEeEOIleEIは ⅡePCⅡeIくT王IBPa3BET工ⅠSI3ROEOMEEⅡHoBOCII6EpcIC0丘06JIaCTII.17po6JleMH
co耳Fa皿 HO･aKOHOm eCKOm Pa3BETTZ:aH oBOCH6BPCKOito6_TaCTZT:C6.EayTI.TP.IHoBOCE6ヨpCIく:H3Ft･BOH30II12002.IC.46r66.,cTp.58.
3 科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所クレショフ所長､副所長セルベルストフ氏ヒアリング(2004年 8月27日､ロシア･アカ
デムゴロドク科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所にて)｡
A cTPaTEE.EYeCL･EitM axyCq OifyDBOI10Pa3BEm R H oBOCE6q )cRa,DEBeCT叩 OE皿 eE EEHOBaquOEELTeq )eE702ZCeEM 2004,aEMBEECTPa叩 jI
roponaHoBOCI6EPCIくa.科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所クレショフ所長､副所長セルベルストフ氏ヒアリング(2004年 8月
27日､ロシア･アカデムゴロドク科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所にて)｡
5以下の記述はCTPaTerⅡqeCROeCuphe:PoccE丑cRa5IEayl:alITeXE耶 aⅡ0･叩eXEeMyCEJILⅡH,EOJtm lmrO,可で06もⅠ叩eBPaTlm 孤 ETOBaP,Ey3EELI
ⅡEEOBaqIOEEHeMeEen芯ePLI,9ECEePTNo.16(227)24aIIPeJu 2000roFta､およびユーラシア研究所編(1998)『現代のロシア』大空社によるO
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装置を開発し､事務機器市場に.おける強力な競争優位性を
獲得しようとした｡ここで､テクノコンサルト社が｢テク
ノロジー･ブローカー｣とし_ての役割を果たしたCそして
専門家部隊をこれに投入した｡このプロジェクトのために
ロシアの27の研究センターから科学者と設計者を招聴する
ことが必要になった｡生産施設は9つの企業と研究所の協
力がなければ確保し得ないことが明らかとなった｡装置は
9ケ月間で完成させることができた｡この発注者の主要な
競合企業は､これと同様の装置を開発するのに4年の歳月
と5倍の投資を要したG｡
この例からわかるように､ロシアには実際の市場から遊
離した異言語で語る部門別研究所ではなくfイノベーショ
ン･マネージャー｣や｢テクノロジー･ブローカー｣が必
要とされている｡科学者や技術者は､イノベーション･マ
ネジャ丁の指揮の下で技術開発を進め､イノベーション･
マネジャーは､その開発成果を実際の市場に適合させる｡
そして､成長する産業界がそれを買い取るという構造が必
要なのである｡
ロシアの研究開発費の規模
ロシアの研究開発費の規模はどれくらいなのだろうか｡
研究開発費の規模は､新しい知識･技術を創出し蓄積す
るために行われる活動の規模であり､技術水準を測る上で
重要な要素である｡研究開発費の規模はある社会のイノ
ベーション能力の開発的な尺度であり､知識および情報を
創造し､普及し､利用する能力は､経済の競争力にとって
ますます重要なものになっている｡しかし､研究開発費は
国の経済規模によって異なるものであるため､国ごとの比
較が難しい面がある｡そこで､研究開発集約度､つまり研
究開発費のGDPに対する割合を用いると､規模の異なる
国家間での研究開発費の比較が容易となる｡日本3.01%､
米国乙63%､ドイツ2.38%､フランス2.17%､英国1.87%､
カナダ1.58%に対し､ロシアは1.06%にすぎないCロシア
の研究開発費全般については､主要国の中で低い位置にあ
る70･ロシアの研究開発集約度は国際的にみても高いとは
いえない｡
外部資金の調達
アカデムゴロドクの研究所も､各種助成金獲得などで外
国にパートナーを求めるようになっていった｡その結果､
ビジネスや外国とのパートナーとのつながりの度合いに
よって､研究費が豊富な研究所と貧困化する研究所の二極
化が進んできた｡研究費が豊富なのは､プドガ-原子核物
理研究所やボレスコフ触媒研究所などである呂｡しかし､
このように裕福な研究所は稀である｡
科学アカデミーの各研究所は､＼どのように研究費を調達
してきたのであろうか｡ 熱物理学研究所､ブドガ-原子核
物理研究所とボレスコフ触媒研究所の事例をみてみようC
2.アカデムゴロ下クの主要な研究所
熱物理学研究所
ノヴオシビルスク熱物理学研究所は､長年ノーベル賞委
Jli会の物理部門審査員を務めたロシア科学アカデミー会
員､ウラジーミル･ナコリヤコフ氏指揮の下､1993年に最一
初にアメリカの有名なガス生産専門企業｢ェア一･プロダ
クツ社｣と価格数万ドルの締結をした｡1996年には彼はあ
る有名なアメリカ企業内の大組織の幹部からマイクロ主レ
クトロニクス装置の超高速はんだ付けのための新技術の開
発の注文を受けた｡それは､高速かつ高い精度ではんだ付
けができる器具を考案し､製作するというものであった｡
この仕事によっ七研究者たちは､注文に応じて仕事をする
ことを学習した｡さらに､同研究所はエアー･プロダクツ
社から与えられた別の研究テーマ｢ガス製造に関する新し
いプラズマ化学技術の開発｣に参加し､成功を収めた｡研
究者らは､このテーマでも独創的で型破りの設計案を提案
し､新しいオゾン発生装置を創出し､水素製造のための効
率的技術を開発することができた｡他にも原理的にまった
く新しいタイプのプラズマトロンの設計を完成させた｡従
来の同一形式の装置と比較した場合のその主な長所は､耐
用寿命に事実上制限がないという点にあった｡こうして､
1993年に始まったグローバル企業との契約は､10倍以上の
金額になり､研究所の主要な収入源となったいこれ以降長
年にわたり研究所員の生活を支えている｡
1997年1'1月には､熱物理学研究所内に､国際研究センター
が設置された｡その所長には理数学博士号を取得したばか
6 cTPaTerFqeCl{OeCLq)もe:PoccII丘cRa兄EayZ{aITeXEⅡl(aⅡ0-Epe⊃相 eMyCEJILELI,EORJI5ITOTO,qTO6Hq)eBPaTIITLEⅩBTOBap,Ey3EEH
ⅡEⅡOBa叩 OEELIeMeEenXepLI,9ECEePTNo.16(227)24alq'eJu2000rona. 1
7 scl'enceandEngjneen･ngIndl･catoI:S2002･NationalScienceFoundation(http=//www･nsf･gov/sbe/srs′seindO2/pdLv2･htm:2005年3月26日アク
セス)｡
8 科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所クレショフ所長､副所長セルベルストフ氏ヒアリング(2004年8月27日､ロシア･アカ
デムLゴロドク科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所にて)C
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りのミハイル･フレドテチェンスキー氏､学術会議議長に
はウラジーミル･ナコリヤコフ氏が就任した｡この組織は
｢独立非営利組織(NPO)｣である｡この組織の利益はロ
シアの法令によれば､NPOの設立R的､科学研究の発展
のために使われなければならないO同センターは､熱物理
学研究所の研究者という基礎集岡以外に､ノヴォシビルス
ク郊外のアカデムゴロドクにある別の各研究所などの第三
者組織の研究員を具体的な研究課題や技術的課題の遂行の
ために契約に基づいて招碑しているC同センターが設立さ
れて2年余りの間に､外国の発注者だけでなく､ロシア国
内の多数の組織との問に､実り多い提携関係を結んだ｡例
えば､｢ノヴォシビルスクエネルゴ｣との問ではプラズマ
トロンの生産現場-の導入に関する共同作業が進められて
おり､火力発電所で使用されるプラズマトロン点火システ
ムが開発された｡同際研究センターの枠内で進められてい
るもう 1つの最重要分野は､低ポテンシャル熱を高ポテン
シャル熱に変換するヒートポンプであるOプレドテチェン
スキー氏によると､このヒートポンプは普通の家庭用冷蔵
庫(ただし逆向きに接続された)と同じように作動する｡
つまり､冷蔵庫では熱が冷凍室から吸収され､そのまま外
部に放出されるのに対し､ヒートポンプではこの熱が有効
に消費される｡温度10-20度の河川水を取水し､ヒートポ
ンプを使ってタンク内の水を80度以上まで熱することがで
きるという｡センターの財務担当理事ミハイル･シクロ氏
によると､現在はロシア国内の発注者からの受注が国際研
究センターの収入のほぼ半分を占めているという90
ボレスコフ触媒研究所とブドガ-原子核物理学研究所
科学アカデミー研究所のなかで最も裕福と言われている
2つの研究所､ボレスコフ触媒研究所(図2)とブドガ-
原子核物理学研究所の場合はどうなのだろうか｡
触媒の名前を付ける専門的な研究所はロシアとフランス
にのみある｡公的な触媒研究機関としては世界最大､世界
トップレベルの技術を保有する｡ロシアの化学分野の実用
的な研究所として､材料部門､有機化学部門､エネルギー
原子力産業部門との研究開発の連携が密である｡また､欧
米の巨大化学産業からの受託研究のほか､技術供与もする
国際的な研究機関である｡ロ木の産業界との交流はほとん
どない｡研究所の規模は所員数約750名､研究者数約350名､
研究所内にパイロットプラント､触媒製造工場を付属する｡
また､オムスクに研究室分室､モスクワに渉外オフィスを
図2.ボレスコフ触媒研究所
持つ大規模な研究所であるo
ボレスコフ触媒研究所とブドガ-原子核物理学研究所の
主 要 な 研 究 内容 や 研 究 協力 に つい て は､ERINA
RF,PORT60号に掲載折みであるのでここでは省略するO
3.ノヴォシビリスクのJT産業
近年､ノヴオシビルスクは､欧米諸国のソフトウェアの
オフショア開発で一躍有名になり､ロシアの｢シリコンバ
レー｣とよばれている｡
ノヴォシビルスクはロシアにおいてモスクワ､サンクト･
ペテルブルグに次ぐIT産業の拠点である｡アカデムゴロ
ドクでは数学､物理学の専門家らによってIT分野で新企
業が続々と立ち上げられており､ソフトウェアの基地に
なっている｡高度な理数系教育を背景にソフトウェア分野
で躍進が続いている｡ソフトウェア産業は着実に育ち､ロ
本からの注文も増えている02001年 6月に､IT産業のイ
ンフラを育成する必要から､｢シプアカデムソフト協会｣
が設立されたO協会の目的は｢シベリアのTT産業を世界
一にしよう｣というもので､ロシア国内はもとより､派外
からも積極的にビジネスパートナーとして協ノブを受けてい
る｡協会に加盟しているのは､ロシア科学アカデミー･シ
ベリア支部､ノヴォシビルスク地域の政府機関､ノヴォシ
ビルスク同立大学､テクノパーク､ノヴォシビルスク市の
ソ フ ト 制 作 の 会 社(Alekta.BACUPIT.DaLaEasL
Sjbinfocenter,Signatec.SofLab-NSK,Souztelecom･
Tornado.UniPro)などである.このテクノパークには､
IT産業を発展させるため､ロシアの頭脳が集約されてお
り､米国のシリコンバレーに優るとも劣らないIT産業セ
ンターを目指している10｡そして､】T産業のベンチャー
i-ARyJtuaRaReM工meCROrO6Ⅱ3ZIeCa:XaFCOTIeTaEneTaJIaETOByleEOrOⅡEpenⅡpⅡⅡⅡMaTen51ⅡpeBPaqaeTEayRyBnOX叩.Eyn OTPaC.TIt･.3KCHePT
No.16(227)21aⅡpeJL572000roAa
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企業のみならず､バイオ･医療分野の企業も含め､約70社
が加入している｡
フォルテス社
｢フォルテス社｣はノヴォシビリスクにあるIT企業で
ある｡この会社は2004年6月､サンクトペテルブルクで開
催された｢第4回ロシア･アウトソーシングとソフトウェ
ア･サミット2004｣_に参加し､｢ロシアで最も成長の早い
ソフトウェア企業｣賞に輝いた｡対前年比において､社員
数2.4倍､売上高1.3倍､会社面積6.6倍､Microsoft認証者数
2.5倍､パートナー数2倍などの成長が評価されたもので
ある｡同社の2003年に提携したパートナーの中には､日本
の｢ニューシステムズテクノロジ一社｣､住友商事のロシ
ア法人｢スミトレード社｣なども含まれている｡
マイクロソフト､インテル､サンなど世界のリーディン
グカンパニーの多くがOSや基本ソフト開発において､ロ
シア人の開発チームを利用してきた｡特にノヴォシビルス
ク郊外にあるアカデムゴロドクには､欧米企業の基本ソフ
ト開発に従事した経験をもつプログラマーが多い｡そのた
めに､システムを基本から理解し､最先端､高品質で無駄
のないソフトウェア開発が可能になっている｡
アカデムゴロドクでは90年代から高速通信ネットワーク
が整備され､海外とのリアルタイム通信や大容量データ通
信が可能であった｡プログラマーの多くは世界中の顧客と
英語で交信する｡ITバブルがはじけ欧米からの注文が減
るにつれ､アカデムゴロドクの技術者は､自らベンチャー
企業を立ち上げた｡有能なプロジェクト･マネージャーと
して評判の高かったイリニッ亘一氏は､2002年にフォルテ
ス社を設立した｡
イリニッキー氏は1977年生まれであるOノヴオシビルス
ク総合大学の数理･機械学部卒業後､98年ノボソフト社に
入社､システム開発を担当した｡2000年からASN.1を使っ
た通信システム開発のプロジェクト マネージャーとなり､
通信機器やデータ交換に使われるソフトウェアの開発で頭
角を現したOノボソフト社は当時､社員200名以上を擁し､
海外向けソフトウェア開発では欧米のみならず日本にもそ
の名が知られるほど実績が多く成功した企業だった｡しか
し､アメリカのITバブル崩壊のあおりをうけて失速､トッ
プレベルの管理者が離反して新事業を立ち上げる動きが活
発化した｡プロジェクト･マネジャーだったイリニッキー
氏がフォルテス社を立ち上げたとき､多くの技術者がイリ
ニッキー社長の下で働くことを望み､社員数は1年で100
名近くまで増えた｡
フォルテス社は2003年春から､日本での営業を開始した｡
これまでNTT関連企業向け通信プログラムの開発､デジ
タルカメラのドライバー開発､電子カルテシステム､企業
のWebサイトの開発など､低コスト､スピード､技術を
生かしたプロジェクトを成功させている｡目口双方向の技
術翻訳ができる技術者､メールや口頭での交渉が可能な通
訳､更に日本人SEのサポートを受けて､日本からの依頼
や発注に対しては完全日本語対応を実現している｡
現在社員数は95名である｡主力事業は､リナックス対応
のネットワーク向けアプリケーション開発である｡ASN.1
と通信技術をベースとしたシステム開発も得意である｡携
帯電話間の通話の転送制御､航空機の地一空･空中通信二
フェデックスなどの国際宅配荷物の追跡､変電所や変圧器
を制御するための電気･ガス設備､プリンタの印刷制御､
ユレクトコール､国際電話カード認証などにASN.1のメッ
セージが使われている｡ASN.1は国際標準化が進められて
いて､あらゆる物がネットワーク化される｢ユビキタス｣
時代に応用が広がると考えられるが､技術情報量が非常に
多く､日本では開発者がほとんど育っていないという1｡
4.日本の取組み
日本はロ′シアの科学技術に対してどのような取組みを
行ってきたのであろうか｡
日本政府の取組み
ロシアに関係する日ロの科学技術国際協力の二国間協力
では､1973年10月に締結された日ソ科学技術協力協定があ
る｡これは後にソ連邦崩壊後､旧ソ連邦諸国(ロシア､カ
ザフスタン､キルギス､ウズベキスタン､アルメニア､グ
ルジア､ウクライナ､ベラルーシ､モルドバ､トルクメニ
スタン､タジキスタン)に継承された｡その後､2000年 9
月に､ロシアと目口科学技術協力協定が締結される｡原子
力関係では､1991年4月に締結された日ソ平和利用原子力
協力協定をロシアが継承した｡宇宙関係では､19'93年10
月に締結された目口宇宙協力協定が､環境関係では､1991
年 1月に締結された日ソ環境保護協力協定をロシアが継承
している｡
lOTexEOIaPE"HoBOCI6Epc抄,/http:/www.ict.nsc.ru/tpark,CE6EPCXE丘⑳e月epa皿 EL垣oq)さT(htp://WⅥWsfo.nsk.su:2005年3月27日アクセス)
1 フォルテス社ホームページ(http://fortessjp.com:2005年3月27日アクセス)o
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･多国間協力では､国連やOECDなどの国際機関との協力
がなされているなかで､ロシアに関係のあるものとして､
国際科学技術センター(ISTC)による協力がある｡同セ
ンターは旧ソ連諸国における大量破壊兵器開発に従事して
いた研究者の軍民転換を促進し､国際社会-の参入を支援
する目的で､1994年 3月に設立された｡政府間においてこ
のように明確にされている協定以外にも､対ロシアとの関
係においては個別の研究予算の中で実施されている共同研
究 技術協力や協定､例えば､ITER(国際熱核融合実験炉)､
宇宙ステーション計画､日ロFBR(高速増殖炉)サイク
ル協力などがある｡政府予算の関連として計上されている
ものは､こうした共同研究･技術協力である｡
政府予算の下でなされているロシアに関係する科学技術
国際協力の特徴は､協力分野としては工学･技術の分野に
唇する協力であり､宇宙･原子力関係プロジェクトの共同
研究や技術協力が該当する｡研究開発プログラム(全体か
ら宇宙･原子力関係プロジェクトを除いたもの)において
は､国際機関等-の拠出金といった資金協力がほとんどで
あるO共同研究･技術協力経費は非常に少ないO政府予算
の配分としては､大部分が多国間協力の枠組みの中でなさ
れている協力であり､二国間協力の枠組みでの協力経費は
非常に少ない12｡
東北大学の東北アジア研究センター
東北大学が1996年に東北アジア研究センターを設立し､
ロシア科学アカデミーシベリア支部との研究交流を精力的
に行っている｡西揮潤一東北大学学長(当時)はロシア科
学アカデミー外国人名誉会員であり､シベリア支部の研究
者と以前から交流があった｡1980年代末にソ連政府は財政
難のためソ連科学アカデミー(当時)-の研究資金を削減
し始めた｡シベリア支部は将来-の危機感を感じ､外国の
研究機関との共同研究に打開策を求め､1990年シベリア支
部は幹部を東北大学に派遣した｡西洋教授はロシア科学ア
カデミー･シベリア支部の要請を真筆に受け止め､東北大
学とシベリア支部との学術交流の可能性を探った｡西洋教
授はシベリア支部のポテンシャルを調査するために､学内
の様々な研究所および学部から研究者を集め､ロシア(ソ
逮)科学アカデミー･シベリア支部訪問団を組織し､1991
年から1995年まで5回派遣した｡1992年東北大学シベリア
支部と学術協定を締結し､学術交流を促進しようとした｡
一方で､相互の学術交流の担当機関となる研究センターを
学内に設けられるよう､文部省(当時)に働きかけた｡そ
の結果､1996年に東北アジア研究センターが東北大学に設
置された'3｡ ＼
西洋教授は日本を代表する偉大な研究者である｡彼は光
ファイバー通信システムを構成する三つの基本要素､､発光
素子､光伝送路および受光素子をすべて発明した｡だが､＼
彼の世界に誇れるその独創的な研究成果は日本では認めら
れず外国で高く評価された｡日本では｢自然の法則性や原
理を尊重するという姿勢が稀薄で､｢定説を信じて疑わな
い｣という権威主義的に硬直した精神構造が横たわってい
た｡西洋教授は定説信仰や欧米崇拝という学問における権
利主義のもとでは､独創技術は育たないと確信していた｡
そして､彼は独創にこだわり､独創的な研究を正しく評価
し､大きく育てようとした｡光ファイバーが先進的な技術
として日本の財産になると考えた西洋教授は､日本の企業
など各方面に実用化を依頼した｡しかし､全く認められず､
泣く泣くアメリカの企業に譲ったO日本での当時の評判は､
｢よその国で実用化していないものを日本で実用化して儲
かるわけがない｣というものであった｡今､日本は､莫大
な特許料を支払って光ファイバーを利用している14｡この
ような独創性を重んじる西洋教授がロシア科学アカデミー
シベリア支部のプラズマ技術に注目し共同研究を進めてき
た｡
現在ではこれを東北大学東北アジア研究センター渡速
之教授が引継いでいる｡そして､シベリア支部の熱物理研
究所のプラズマ技術を日本-導入する計画プロジェクトの
代表を務めている｡プラズマ技術を使い一気に焼却炉を高
温にしてゴミを焼却すれば有害ガスは出ない｡ロシア人は
焼却技術の原理は発明したが､′実用化まで至らなかったと
いう｡ロシアのプラズマ技術を利用した廃棄物処理の会社
を､仙台市にある民間企業が資金を出し合い設立しようと
してV､るという150 ロシアの基礎科学と日本の改良能力の
マッチングの良い例であるといえよう｡
12『ロシアに関係する科学技術国際協力の現状分析』2002年11月文部科学省科学技術政策研究所第2研究グループ(川崎弘嗣､小林信一)科学準術
政策研究所ホームページ内 http://W .nistep.gojp/achiev/ftx/jpn/matO89j/idxO8gj.html(2005年 3月15日アクセス)G
13塩谷昌史(2004)｢ノヴオシビルスク経済の現状｣ユーラシア研究所編『ユーラシア研究』No.30､東洋書店｡
14権奇哲(1998)｢反権利主義と独創技術:西揮潤-と光ファイバー通信｣伊丹敬之･加護野忠男･宮本又郎･米倉誠一郎編『イノベーションと技
術蓄積』有斐閣｡
15塩谷昌史(2002)｢シベリアから見たロシア経済｣『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所諸報』第17号､京都産業大学世界問題研究所｡
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地方自治体と民間企業の取組み:メカロ秋田のマグナス風
車
他には秋田県の取組みがある16｡2003年 6ノ1､秋田県産
業経済労働部の技術移転チームがロシア科学アカデミーシ
ベ リ ア 支部理論応 用 力 学研 究所(ITAM:Ins[i【u亡e
TheoreLical& AppliedMecha山cs)から実用化できてい
ないマグナス風市の原型を持ち帰った｡同チ-ムは､かね
てから風車の研究をしていた精密機器製造の柵メカロ秋田
の村上社長と秋田国立高専の伊藤教授に話を持ちかけ､秋
田大学や秋口県立大学の先生方にも加わってもらい､産学
官での開発がスタートした｡そして､㈱メカロ秋出の村 ヒ
社長が考案したスパイラル円柱を付加する事により､発電
能力を従来の2倍以上に高めた風力発電機を開発した(図
3)｡
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図3.マグナス風車
写克提供:秋口マグナス協会 本部'j3-務局
これにより､従来の風車の 2倍の発電量が実現した｡新
型マグナス風車はプロペラ型の風力発電に比べて､発電効
率がよく､建設コストが安い､また､強風に強い｡プロペ
ラを持たず､らせん状のひだを付けた回転円柱で風車を阿
すのが特徴である｡完成した実験機は直径 2メートルで､
年間平均風速が6メートルの場合の発電量は 1万6,000キ
ロワット時｡バッテリーを使い5本の円柱をそれぞれ回転
させると揚力が発生し､風車全体が回り始める｡風の力を
効率よくエネルギーに転換できるという｡
従来の風車が稼働できるのは風速4-25メート/レ程度
だったが､2-100メートルに拡大させた｡より微風､強
風時でも使用できるため､従来型風車の年間稼働率が6割
の場所に設置すれば9割程度に高まるという｡市販型の価
格は 1機1.000万円の見込みで､自治体などに納入する計
画である｡
鞠メカロ秋田は2003年 1月創業のベンチャー企業であるC
当初から､節水･節電など企業の経費削減に寄与する省エ
ネ製品を販売してきた｡2004年からは､産学官の連携で開
発中の｢新型マグナス風市｣の販売に向けての委員会事務
局となり､2005年3月からは､販売の拠点となる秋田マグ
ナス協会を設立して､その事務局になった｡2006年からは､
世界に向け､｢新型マグナス風車｣を販売して､地元秋口
県に新産業を創出し､ロ本や世界の環境改善に貢献したい
という戦略を有する∩新型マグナス風車は､小型機なので
世界のどこにでも設置可能である｡砂漠の中や高層ビルの
屋上でも､そこが自分たちだけの発電所になることができ
るC新型マグナス風車の普及台数が増えれば増えるほど､
地球のCO∠削減に確実に貢献できる環境ビジネスである｡
そして､秋田県の産業振興にも寄与することができる｡
一㌔､■■_1.
ミ＼
･f ヨ 隷 陣 軒 ‰
l
図4.新型マグナス風を
写貞提供:秋口マグナス協会 本部事務局
】h経済産業省鹿北経折産業局ホーム--ジ(http.//＼vwWTOhoku.met･.80.jp/koho/kohoshl/mokLUl/0410/genki･htm‥2005年3月ZGElアクセス)､
秋田県産業振興プラザホームページ(hup･/wWWb,C-ak.Laorjp/plaza/slien-room/norLhescol-Lml:2005年 3月26L]ア'/セス)､日本経済新聞東北
電7一版(http.//､vuwnlkkelCOjp/news/recto/20040623C3b2304u23html:2005年 3月26日アクセス)｡
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その後も､㈱メカロ秋田の村上社長は､ノヴォシビルス
クを訪問し､ロシア側に追加研究を依頼したり､日本側で
出た結果を報告したりという研究交流が続いているという｡
この事例はロシアの独創的な基礎研究を日本の自然科学
分野で目利きができる研究者が探し出し､産学官め連携で
実用化した例といえる｡技術にかかわる情報の収集を行う
｢技術偵察｣を､自然科学の基礎研究と応用研究を理解し
かつ目利きのできる人が行う必要がある｡新たな知識を感
知し､新たな技術や市場を予知する能力と､基礎研究と応
用研究の知識に熟知し､結合することのできる能力をもっ
た目利きのできる人が行わなくてはならない｡かつ､企業
に対しそれがいかに将来性のある研究かを語れる人物でな
いといけない｡その役割を果たせるのは自然科学系の研究
者である｡そうした人材抜きでは､科学アカデミー研究所
の日の目を見ない基礎研究を活用することは困難であろう｡
6.ロシアの基礎研究のレベル ･
ロシアの科学技術を活用することは目口双方および世界
にとってよいことではあるものの､ロシアの基礎研究のレ
ベルは本当に高いのであろうか｡
研究開発活動には､科学的知識を究明する基礎研究､そ
の科学的知識を応用し産業化に向けての可能性を探る応用
研究､実際に新商品や新しい生産方法を開発するための開
発研究がある｡基礎研究め成果は論文としてまとめられ公
表されることが一般的であるので､論分数のシェアは､研
究開発のうち基礎研究分野の成果が数量的にみて世界の中
でどの位に位置付けられているのかということを表す指標し
となる｡また､論文がさまざまな場面で引用されていると
いうことは､その論文が質的に高い評価を受けていると考
えることができるので､論文の被引用回数のシ土アは基礎
研究の成果が質的に世界の中でどの位に位置付けられるの
かというこ-とを表す指標となる｡そこでISI(Institutefor
ScientifcInformation)の作成したデータベースをもとに､
発表数及び被引用回数の各国比較を行ってみよう｡
ISIデータベースは､収録されている論文誌数は約8,500
誌ある｡うち自然科学論文誌は約5,500誌､社会科学論文
誌は約1,800誌､人文芸術学論文誌は約1,200誌である｡なお､
ISIのデータベースにおける論文誌収録の選択基準は､国
際的に流布していること､規則的に刊行されていること､
最低限､タイトル､アブストラクト､キーワードは英語で
記されていること､ピアレビューの採用や引用文献の完全
実施など､質が十分保たれていること等とされている17｡
1論文当たりに引用される平均回数は､相対被引用度と
呼ばれる｡主要国の相対被引用度は米国が最も高く1.5､
次いでイギリス1.36､カナダ1.24､フラJ.ス1.06､日本0.84
と続く｡ロシアはさらに下の0.45にすぎない｡日本も 1を
下回っており､主要国と比較しても低い位置にあるが､そ
れよりもさらにロシアの相対被引用度は低いlBc
ロシアの相対被引用度は高いとは言えず､この指標だけ
から判断すれば､ロシアの基礎研究のレベルは決して高い
とは言えない｡
むすび
ロシアの相対被引用度は高いとは言えず､この指標だけ
から判断すれば､ロシアの基礎研究のレベルは高いとは言
えない｡ロシアの研究開発費についても､主要国の中で低
い位置にある｡ロシアの研究関東集約度は国際的にみても
高いとはいえない｡であれば､われわれはこのまま､シベ
リアの科学技術が衰退していくのを何もしないで見ていた
方がいいのであろうか?･
グローバル企業は､グローバル規模で競争しイノベー
ションを展開している｡その理由は､世界中から多様なア
イデアや経営資源を獲得し､イノベーションのベースを強
化したいからである｡重要なイノベーションの源泉ほど､
通常予期せぬ場所にあり､それを迅速かつ的確に認知する
必要がある,Oそれを阻害するものは､ステレオタイプの見
方である.どの国は何が強いか､といった一般的知識をも
とに､探索するステレオタイプでは知識社会では生き残っ
ていけない｡世界中のイノベーションの掘り出し物をいか
に発掘してヤ､くかが､グローバル･イノベーションの大き
な挑戦である｡
現代はグローバル規模で知識資産を活用する時代である｡
これまでのように､国の強みや国内のイノベーション･ク
ラスターの強みが長期間にわたり安定的に存続するとは限
らない｡国の競争優位をもたらした分野が急速に衰え､他
国に優位性を引き渡してしまう場合もある｡｢あそこはあ
れが強い｣といった固定観念が長期間にわたり安定的に続
く時代ではない｡ニューエコノミーにおいては､辺境の地
から予想もしないイノベーションが生まれる｡知識が急速
に世界規模で分散化し､これまでの常識からは考えられな
いような所で新たなイノベーションの芽が生まれる可能性
がある｡これまでの固定観念にとらわれ､イノベーション
17石川誠(2004)｢技術水準と企業の輸出戦略｣中津孝司編著『新マーケテイング読本』創成社｡
18『平成14年度科学技術白書』文部科学省｡
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の拠点を従来の強みをベースに配置し､調整するというア
プローチは､潜在的チャンスを見逃すことになる-9｡
旧ソ連が生み出した｢商品｣としての工業製品は､先進
工業国の基準でいえば､国際競争力をほとんどもたなかっ
た｡ソ連では､技術開発の向かった先が軍需であった｡し
かし､この軍事大国のなかに閉じ込められた世界の30%に
達する研究者を擁する巨大なポテンシャルが生み出した研
究成果が､すべて市民生活に役に立たないというわけでは
ない｡これらの生産物のなかには､いまなおハイテクとし
て各国が開発にしのぎをけずる先端技術があり､ロシアに
はまだ活用化されていない知的資源が多い20｡それを探し出
し､実用化することができれば､東北大学や秋田県の取組
みのようにビジネス-と結びつけることができる可能性は
ある｡また､味の素のようにロシアの研究所のアイデアや
独創性を重んじつづ､研究開発や基礎研究を行わせる戦略
もあり得る｡
そのためには､技術にかかわる情報の収集を行う｢技術
偵察｣が必要である｡自然科学の基礎研究と応用研究を理
解しかつ目利きのできる自然科学系の研究者に技術偵察を
行ってもらい､イノベーションの萌芽を探してもらわなけ
れば､シベリアの科学アカデミー研究所の研究を活用する
ことは困難であろうC
ノヴオシビルスクはロシア第3のIT企業の集積地であ
る｡しかもノヴオシビルスク大学やノヴオシビルスク工科
大学をはじめ高度な理数系教育を基盤とした高いレベルの
ソフトウェア開発を行っている｡さらにノヴオシビルスク
では日本語教育が盛んであり､IT技術者で日本語対応可
能な人材が豊富である｡コスト的には､インドや中国に比
べると高い｡しかし､非標準的なアプローチを応用し誰も
それまで試みなかった道を探求することに競争優位を持
つ｡日本向けのソフトウェア開発を日本で行うよりも安価
に､依頼することも可能であり､実際にその実績がある｡
北東アジアにおいて､ロシアは､現在､脆弱な立場にあ
るCだが､長期的にはロシアはこの地域に､より大きな影
響を及ぼすようになる｡それは上海国際研究所ロシア･中
央アジア研究部部長蓮華勝(ジャオ･ホワシェン)氏が指
摘するように､ロシアと北東アジア諸国の二国間および多
国間関係が引き続き発展していくことが予想されること｡
中国､日本､韓国という北東アジアの主要国は､輸入エネ
ルギーに大いに依存しており､ロシアにその石油とガス資
源が存在している土とOしたがって､北東アジアの外交関
係において､ロシアはその役割を強化する潜在力を有し､
その影響力が非常に強力笹なること｡これによって､ロシ
アは北東アジァ経済においてその存在がより大きなものに
なると予想されるからである21｡また､クレショフ所長が
言うように､ロシアがWTOに加盟すれば､EU､北東アジ
ア経済圏-の参画など国際的分業の中に加わることにな
り､そのプロセスにおいて､資源豊富なシベリアが果たす
役割は大きくなるだろう22o
WTO加盟によって期待される最大のメリットは外国投
資の増大である｡過去､ロシアに流入した外国投資額はロ
シアの経済規模に比して極端に少ないとされ､＼その最大の
原因はロシアの法制度の不備にあると指摘されてきた｡外
国投資法､税法典､関税法等をはじめとして法律や政令が
制定､改正されてきているが､実施めための細則で未整備
な部分が多く､法の執行･運用も一貫性､透明性が欠けて
いる｡さらに｢大統領令｣や｢大統領命令｣というロシア
独特の行政命令が頻繁にだされ制度全体の把握を難しくし
てきた｡ロシア-の参入を考える外国企業にとって-､こう
した問題は最大の不安材料であった｡WTOに加盟するに
は､七シアがその貿易･投資関連法制をWTOのルールと
整合させることが条件となる｡このため､ロシアがWTO
に加盟すれば､それは外国投資家にとってロシアの投資環
境が大きく改善されたことを示すシグナルとなる｡そうな
れば､ロシアの法令もWTOの基準と規定に適合させるよ
うになっていくであろう｡問題が生じた時に､他のWTO
加盟国と歩調を合わせてロシアに改善を求めることがセ
き､投資側からみれば従来にない大きな安心感が生まれる｡
日本にとっては､シベリアは石油･天然ガスなどの資源
を供給してくれる資源供給地であり､資源加工地でもある｡
またソフト開発などアウトソーシングの地でもあり､技術
探索､共同研究の地でもある｡われわれはシベリアをこれ
から成長が期待される｢市場｣であるとともに､イノベー
ションのさまざまな可能性を秘めた側面にもっと注目すべ
きではなかろうか｡
19 浅川和宏(2003)『グローバル経営入門』日本経済新聞社｡
20森本忠夫､杉森康二､江南和幸(1997)『MadeinRussia:ロシアは何をつくったか』草思批
21 zhaoH.(2004)Russia'sAsianPolicyandSin°-RussianRelations.TheRussianResearchSeminar"TowardtheNewPartnershipbetween
RussiaandJapaninAsia':Oct8,2004,SponsoringOrganizationTheSasakawaPeaceFoundationSecretariatNorthPacifcRegionAdvanced
ResearchCenterNORPAC).
2ZICY,IeⅢOE,B.(2004)3EOEOMHtleC柑eTPaicd'opMa耶ⅡCⅡ6ⅡpⅡⅡnaJIhEerOBocTORaBⅡepBLIeAeCm leTEjIXXBeEa.Which_waspresentedat
summersymposium2004onJuly14.2004atRenaissanceSapporoHotel.Sapporo.Japan(mimeo).
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ln n o va tI'o n s a nd Science I'n Siberia From the Perspective of
G lobalM anagem ent(Sum m ary).
EikoTomlyama,inEconomicsPh.D.
V'isitingLecturer,'NiigataUniversity&KeiwaColege
TheSiberianBranchoftheRussianAcademyof
SciencesisattheheartofresearchintheNovosibirsk
AcademicTol､′n(Akademgorodok),WhichWasthe
prototypeforpresentdaytechnopoliandtechnoparks,and
isaRussianresearchhubonaparlViththoseofMoscow
andSt.PetFrSburg.However,thescienceandtechnology
environmentintheformerSovietUnionandtheRussian
Federationhasdeterioratedrapidlysincethecolapseof
theSovietUnion.Towhatdegreehasthescienceand
technologyenvrironmentinSiberiadeteriorated?What
arethereasonsforthis?WasthescientifclevelinSiberia
actuallyhighinthefirstplace?Whatkindorscientific
andtechnologlCalexchangehasJapanundertakenwith
Siberia?Whataretheup-and-comingfieldsofscience
andtechnologyinSiberia?Withi_headvanceofeconomic
globalization,howshouldJapanrespondtoSiberiaand
Russiafromtheperspectil′eOrglobalmanagement?This
paperidentifiesanddiscussestheseissues･
1.ChangesintheScienceandTec血mology
EnvironmentinSiberia
ThenumberofRussianresearchers,Whooncehadthe
highestsocialstatusintheSol,ietUnion,felbyaround
halfinthe/tenyearsfrom1992.Moreover,inNovosibirsk
Oblast,whereAkademgorodokislocated,thenumberof
peopleWorkingforscientificandacademicinstitutions
was74,300in1990,buthadhalvedby1999to32,500･
ⅠnSiberiaas､vel,thenumberofpeopleemployedinthe
scienceshasdecreasedsharplyinthewakeofthetransition
tothemarketeconomy.BeforethedissolutionoftheSol′iet
Union,theresearchinstitutesinAkademgorodokwere
financialysupportedbythestate.However,duejothe
breakupoftheSovietUnion,thestatebudgetforsupporting
reg10nalresearchinstitutionsandeducationalestablishments
shrankandtheconditionsamidstlVhichresearchlVaS
conducteddeterioratedconsiderably.Furthermore,asa
resultofthedeclineoftheindustrialsector,aboveaHthe
military-industrialcomplex,thesharpdeclineinfun°ing
fromtheindustrialsectorhasaddedtothis.InthecityOf
Novosibirsk,wagesinthesciencesectorarelow(4,965
rublesin2002).El′enattheInstituteofEconomicsand
IndustrialEngineerlng,WhereWeCa汀iedoutourstudy,a
problememergedintheformofyoungresearchersqultlng
theinstituteforjobsinfinanceorindustry,leavingOnly
moreelderlyresearchersattheinstitute･
DuringtheStalinistera,thefieldoftheactual
economy,particularlythecommercialsector,became
dissociatedfromscienceasconductedbyresearchinstitutes.
Thisledtothedecouplingofresearchandproduction,
therebyimpedingtechnologlCalinnovationinSoviet
industry.Researchinstitutesalsobecameorganizationaly,
geographicallyandphilosophicallyseparatedfrom
factories.
Thecentralizedresearchinstitutesystemofscientifc
researchinstitutesaffiliatedtotheAcademyofSciencesor
specificministriesproveditsWorthintheimplementation
oflarge-scaleprojectsrequnngthemobilizationofvast
quantitiesofresourcesinthepnorityfieldsofhydroelectric
powerstationconstruction,nuclearweaponsmanufactunng
andballisticmissiledel'elopment.HoWel'er,1tlVaSnot
suitedtoprojectsCOnductedunderconditionswhereno
detailedprlOrltyIssueshadbeensetbytheCommunist
Party,suchasprojectsinthehigh-techsectororthose
orientedtowardstheconsumergoわdsmarket.Russian
researchinstituteshadneithertheabilitytofindbuyersfor
thetechnologythattheyhadperfected,northeabilityto
gIVetheresultsoftheirdevelopmentprojectsthelevelof
finishapproprlatetOthemarketconditions.Thus,Russia
fenbehindintermsorensurlngthattheoutcomesofits
basicresearchresultedinproductde､′elopment.Thebiggest
problemWithregardtothisistheinabilitytodel′elop
practicalapplicationsfortheoutcomesofbasicresearch.
IntheWest,thereareexpertscalledinnovation
managersortechnologybrokers,WhomediatebetlVeen
researchersanddel′elopers,manufacturersandinvestors,
andcreateaunifiedlinkagebetweenthem,butsuchexperts
didnotexistinRussia.InRussia,lVhatareneededare
innovationmanagersandtechnologybrokers,ratherthan
sectoralresearchinstitutesthatareisolatedfromtheactual
marketandspeakatotalydifferentlanguage.Scientistsand
techniciansimplementtechnologicaldevelopmentunder
theleadershipofinnovationmanagers,lVhileinnol'ation
managersadapttheoutcomesoftheirdevelopmentefforts
totheactualmarket.Inaddition,astructureisrequiredin
whichagroWlngindustrialSeptorpurchasestheresultant
products.
Thescaleofresearchanddevelopmentexpensesis
theextentofactivitiesconductedinordertocreateand
accumulatenewknowledgeandtechnology,andisavital
elementingauglngthe-technologlCalelement･Thescale
ofresearchanddevelopmentexpensesisadevelopmental
yardstickdempnstratingtheinnovativeabilityofa
particularsocietyandtheabilitytocreate,disseminateand
useknowledgeandinfomationisincreaslnglyImportantin
temsofthecompetitil,eneSSOfaneconomy･HoIVeVer,aS
researchanddevelopmentexpensesdifferaccordingtothe
scaleofacountry'seconomy,therearesomedifficulties
indra､′1ngCOmparisonsbetweencountries.Accordingly,
ifWeusetheresearchanddevelopmentintenslty,thatis
tosay,theshareofresearchanddevelopmentexpensesin
GDP,acomparisonofresearchanddeヽ7elopmentexpenses
betlVeendifferent-sizedcountriesbecomeseasier.While
JapanhasanintensltyOf3･01%,the■US2･63%,Germany
2.38%,France2.17%,theUK1.87%andCanada1.58%,
Russia's intenslty lSJust1.06%.AmongthemaJOr
countries,Russia'sol7eralexpenditureonresearchand
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developmentislowanditsresearchanddevelopment
intensitycouldnotbedescribedashighwhenviewedfrom
anintemationalperspective.
TheresearchinstitutesinAkademgorodokalsdbegan
toseekpartnersoverseasbyacqulnngVarioussubsidies･
Asaresult,theextentoflinksWithpartnersinbusinessand
overseasledtoaprogressivepolarizationbetweenresearch
institutesWithabundantresearchfundsandimpoverished
researchinstitutes.InstitutesIVithabundantresearchfunds
includetheinstituteofnuclearphysicsandinstituteof
catalysis.HoWel′er,Suchaffluentresearchinstitutesare
rare.
HoIVhavetheresearchinstitutesoftheAcademyof
Sciencesprocuredresearchfun°ing?
2.MajorResearchInstitutesinAkademgorodok
TheKutateladzeInstituteofThermalPhysics
ln1993,theKutateladzeInstituteofThermalPhysics
firstconcludedacontractworthhuldredsofthousands
ordolarsWithAirProducts,Oneoftheleadingspecialist
gasproductioncompaniesintheUS･Furthermore,it
particlpatedinanotherresearchprojectcommissioned
bythesamecompany,focusingonthetheme…the
developmentofnewplasmachemistIYtechnologyrelating
togasproduction",andachie､7edgreatsuccess.Researchers
proposedanorlglnal,uncon､′entionaldesignproposalfor
thistheme,CreatlnganewOZOhegeneratorandsucceeding
inde†,eloplnganefficienttechniqueformanufacturing
hydrogen.Ⅰnaddition,theyperfectedaplasmatrondesign
thatwas,inpnnciple,completelynew.Startlngin1993,
theinstitute'scontractsWithglobalcompaniesincreased
inl′aluemorethantenfoldandbecameamajorsource
ofincome.017ertheyearsincethen,theyhavebeen
supportlngthelifestylesoftheinstitute'sresearchers.
TheBoreskovInstituteofCatalysisandtheBudker
InstituteorNuclearPhysics
TheBoreskovInstituteofCatalysュsisoneofthe
l､′Orld'Slargestpubliclyfun°edcatalystsresearchinstitutes
andh?sworld-classtechnology.Asapracticalresearch
instituteinRussiafocuslngOnthefieldofchemistry,it
undertakesclosecolaborationwithinstitutionsundertaking
researchanddevelopmentinthematerialssector,the
organicchemistrysector,andtheenergyandnuclear
powerindustry.sector･Moreover,inadditiontoresearch
commissionedbythel′aStChemicalindustryintheWest,
itisaninternationalresearchinstitutionthatalsolicenses
technology.IthashardlyanyInteractionWithJapanese
industry.Theinstituteemploysaround750people,
includingaround350researchers,andhasanatachedpilot
plantandacatalystmanufactunngplant･Theinstitutehas
superiorcatalysttechnologyforpartialyoxidizingorsteam
reformlngmethane,dieselandheal′yOilfuelsinorderto
achievethehighlyefficientgenerationofsuchsubstances
ascarbonmonoxide,hydrogenandhydrocarbons,and
hydrocarbonreductionNOxremovalcatalysttechnology
whichusesthesesubstancesasreducingagentsinorder
toreducenitrogenoxidestonitrogen;itconductsJOlnt
intemationalresearchwithJapanandcountriesintheWest.
Underthestrongleadershipofitsdirector,the-Budker
InstituteofNuclearPhysicsreceivesmanyrequestsfrom
WithinRussiaforthemanufacturlngOfaccelerators,andis
oftenaskedbyradiationfacilitiesoverseastomanufacture
equlpmentassociatedWhhaccelerators･
3.ThelTIndustryinNovosibirsk
Novosibirskrocketedtofameasabaseforthe
offshoredevelopmentofsoftwareforWesterncountries
andiscaledRussia'sSilicdnValey.Novosibirskisoneof
Russia'SleadingIThubsafterMosco､vandSt.Petersburg･
InAkademgorodok,expertsinthefieldsofmathematics
andphysicshavelaunchedasuccessionofnewcompanies,
andthetownisabaseforsoftware.Breakthroughsinthe
fieldorsoftwareareCOntinulngagalnStthebackground
ofhigh-1el′eleducationintheareasofmathematicsand
science.Thesoft､yareindustrylSSteadilybeingnurtured
andordersfromJapanarealsoincreasing.InJune2001,
theSibAkademSoftAssociationlVaSestablished,duetothe
necessJtyOfdeveloplnginfrastructureintheITindustry･
Theaimoftheassociationisto…makeSiberia'SITindustry
thebestintheworld",anditisreceivingactivecooperation
frombusinesspartnerso､,erSeaS,aSWel,ofcourse,as
withinRussia.Theorganizationsaffiliatedtotheassociation
includetheSiberianBranchoftheRussianAcademyof
Sciences,governmentalinstitutionsintheNovosibirsk
reglOn,Nol70SibirskStateUnit,erslty,theTechnopark,and
softwareproductioncompaniesinNol′OSibirskCity(Alekta,
BACUPIT,DataEast,Sibinrocenter,Signatec,SofLab-
NSK,Souztelecom,Tornado,andUniPro).Russia'stop
brainsarebroughttogetherinthisTechnopark,inorderto
developthelTindustry,andtheaimi^stocreateacenter
fortheITindustrythatisonaparwithSiliconValley
intheUS.Around70companieshal′ebeensetuplnthe
Technopark;theseincludenotonlyI,enturecompaniesin
theITindustry,butalsothoseinthefieldofbiotechnology
andhealthcare.
4.Japaneselnitiatives
JapaneseGovernmentallmitiatives
Withregardtomultilateralcooperation,thereis
cooperationWithsuchinternationalinstitutionsasthe
UnitedNationsandtheOECDinprovidingsupport
toRussia,asWellascooperationimplementedbythe
lntemationalScienceandTechnologyCenter.Thiscenter
lVaSestablishedinMarch1994withtheaimoffacilitatlng
aswitchinthefocusofresearcherswhohadbeeninvolved
inthedevelopmentofweaponsofmassdestructioninthe
formerSovietstates,movlngawayfrommilitarylSSIleS
andtowardsci,ilianones.Ⅰnadditionto-suchexplicit
agreementsbetweengovernments,agree耶ents,JOint
researchandtechnologicalcooperationwithRussiaare
conductedonthebasisofindividualresearchbudgets,such
メascooperationintheITER(In'ternationalThermbnuclear
ExperimentalReactor),thespacestationplan,andthe
Japan-RussiaFBR(fastbreederreactPr)cycle･Suchjoint
researchandtechnologicalcooperationareprovidedforin
thegovemmentalbudget･
TheinternationalscientificandtechnologlCal
cooperationrelatlngtORussiaundertakenonthebasis
ofthegovernmentalbudgetischaracterizedbythefact
thattheareasofcooperationarethefieldsofenglneerlng
andtechnology,andjointresearchandtechnologlCal
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cooperationrelatingtospaceandnuclearpowerprojects
correspondtothis.Amongstthevariousresearchand
developmentprograms(excludingjointresearchrelating
tospaceandnuclearpowerprojects),mostinvolve
financialassistanceintheformorcontributionsto
intemationalinstitutions.Thebudgetforjointresearchand
technologlCalcooperationisextremelysmal.Themajority
ofthegovernmentalbudgetalIocationisforcooperation
conductedlVithinmultilateralcooperatil,eframelVOrks,
andthebudgetforcooperationwithinbilateralcooperative
frameworksisextremelysmal.
TheCenterfわrNortheastAsianStudiesatTo血oku
University
ln1996,TohokuUnil′ersltyestablishedtheCenterfor
NortheastAsianStudiesanditisdynamical)′conducting
academicexchangewiththeSiberianBranchoftheRussian
AcademyofSciences.Jun'ichiNishizaWa,atthattime
PresidentofTohokuUniverslty,isanhonoraryforeign
memberoftheRussianAcademyofSciencesandhad
hadcontactsIVithresearchersintheSiberianBranchfora
numberoryears.Attheendof1980,theSovietgovemment
begantocutitsresearchfundingfortheSovietAcademy
ofSciences(asiい17aSknownatthetime),duetofinancial
difficulties･Asenseofcrisisregardingthefuturearose
lVithintheSiberianBranchanditbegantoseeka､,ayto
conductJOlntresearchlVithforelgnresearchinstitutions;
in1990,theSiberianBrJanchsenta･lopofficialloTohoku
Uni､,ers】ty･ProfessorNishizaWarespondedsincerelytothe
requestsoftheSiberianBranchoftheRussianAcademy
of-Sciencesandexploredthepossibilitiesforacademic
exchangebetweenTohokuUniversityandtheSiberia
Branch.HemadeapproachestotheMinistryofEducation
(asitwasknownatthetime),Tviththeaimofsecuringthe
establishmentWithintheuniversltyOfaresearchcenter
tーhatWoulddealwithacademicexchangebetweenthetwo
institutions.Asaresult,theCenterforNortheastAsian
StudieswasestablishedinTohokuUniversltyin1996.
ProfessorNishizawaisoneofJapan'sgreatest
researchers.Heinventedalthreefundamentalcomponents
offiberoptlCtelecommunicationssystems:light-emiting
elements,optlCaltransmissionlinesandlighトrecelVlng
elements･However_,his､vorld-Classorlglnalresearch
outcomeswentunrecognizedinJapanandonlyreceived
theacclaimtheydeserl7edol,erSeaS.InJapan,thereislitle
inclinationto…respectthelawsandprinciplesofnatureM,
andarigidlyauthoritarianmentalitylnWhichHestablished
theoriesaretobebelievedunquestionlngly'prel′ailed.
ProfessorNishizawafeltstronglythatcreativetechnology
couldnotbenurturedamidanautoc'raticatmospherein
leamlng,lnWhicheveryonehadanalmostreligiousbelief
indogmaandanexcessivereverencefortheWest.Iiewas
meticulousaboutcreativlty,trylngtOevaluateonglnal
researchcorrectlyandnurtureitcarefully.Professor
Nishizawa,whothoughtthatfiberoptJCSwouldbecome
anadvancedtechnologythatWasoneofJapan'sassets,
requestedthatJapanesecompaniesputittopracticalusein
variousareasoftheirwork.Ilowever,itreceivedabsolutely
norecognltIOnWhatsoeverand,regretfully,Professor
NishizaWatu川edito､′ertoaUScompany.Now,Japanhas
topayahugepatentfeeinordertousefiberoptlCS.Holding
suchcreativltyinhighesteem,ProfessorNishiza､va's
atentionwascaughtbytheplasmatechnologydeveloped
bytheSiberianBranchoftheRussianAcademyofsciences
andpromotedjointresearchlViththatinstitution.
ProfessorItaruWatanabeoftheCenterforNortheast
AsianStudieshasnowtakenoverthistask.Inaddition,he
istherepresentativefortheprojectaimedatintroducing
toJapantheplasmatechnologyde､′elopedbytheSiberian
Branch'sInstituteofThemalPhysics.Ifplasmatechnology
couldbeusedtoraisethetemperatureofincinerators
instantly,rubbishincineratedinthemWouldnotgenerate
anyt6xicgases.IItissaidthatRussiansdiscoveredthe
fundamenta一principlesofincinerationtechniqups,butthey
didnotgetasfarasapplyingtheminpractice.Apparently,
atemptsareb占ingmadetoestablishawastedisposal
companyuslngRussianplasmatechnology,Withfun°ing
beingprovidedbyaprivateSectorcompanyinSendai.This
isagoodexampleofthematching~ofRussianfundamental
sciencewithJapan'sabilitytomodifyandupgrade
inventions.
lnitiativesInvolvingLocalAuthoritiesandPrivate
SectorCompanies:TheMagnusWindmilof
MecaroAkita
One~initiatil7eisbeingundertakeninAkitaPrefecture.
InJune2003,thetechnologytransferteamfromtheAkita
PrefecturalGovernment'SIndustry,早ConomyandLabor
DivisionbroughtbackWiththemfromITAM(theInstitute
forTheoreticalandAppliedMechanics)attheSiberian
BranchoftheRussianAcademyofSciencesaprototype
MagnusIVindmilthathadyettobeputtopracticaluse.
ThisteamapproachedNobuhiroMurakami,President
ofMecaroAkita,aprecisioninstrumentmanufacturer,
andProfessorJunItooftheAkitaNationalColegeof
Technology,whohadbeenconductingresearchinto
windmilsforsometime;thepartlClpationoflecturersfrom
AkitaUniversltyandAkitaPrefecturalUniversityWasalso
securedanddel'elopmentworkbegan,lViththeinvol′ement
ofrepresentativesfromtheworldsofindustry,government
andacademia･Then,byaddingspiralcylindersdevisedby
Mr･Murakami ofMecaroAkita,awindpowergenerator
withagenerationcapacltymorethantwiceashighas
existlnggeneratorsWasdeveloped.Thus,itbecamepossible
togeneratetwiceasmuchelectricltyaSCOnl,entional
windmils･Comparedwithpropeler-typelVind､poWer
generators,thenelVMagnuswindmilshaveagoodlevelor
generatlngefficiency,arecheaptobuildandarecapableof
withstandingstrongwinds.Theyarecharacterizedbythe
factthattheydonothal7eanypropelers;instead,rotatlng
cylinderstowhichspiralstructuresareatachedturnthe
windmil.Thecompletedtestmodelistwometersin
diameterandcangenerate16,000kWhannualy,assumlng
anaveragelVindspeedofsixmeters.WhenabaterylSused
torotateeachofthefivecylinders,dynamicliftisgenerated
andthelVholelVindmilbeginstorevolve.Itcanapparently
convertthepowerofthewindefficientlyintoenergy;
ConventionallVindmillscouldonlyoperatelVithin
aWindspeedrangeofaround4-25meters,butthisnew
Windmilhasextendedthatrangeto2-100meters.Asit
canbeusedwithbothslightbreezesandstrongwind去,i't
couldapparentlyIncreasetheannualoperatlngratetO90%
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inareasWhereconventiona一､vindmilscurrentlyachieve
anoperatingrateOf60%.Thepnceofacommercialmodel
isanticIPatedtobe¥10milionandthereareplansto
supplythemtolocalauthorities･Academicexchangehas
continuedevensincethedevelopmentofthismodel,lVith
Mr.MurakamivISltlngNovosibirsktoasktheRussianteam
toundertakeadditionalresearchandtoreportontheresults
thathavebeengeneratedbytheJapaneseteam.
Thiscanbedescribedasanexampleofdiscernlng
Japaneseresearchersinthefieldofthenaturalsciences
spotlngOrlglnalbasicresearchandcommercializingitby
meansofcolaborationbetweentheworldsofindustry,
governmentandacademia.Itisnecessaryforpeoplewho
understandandhaveadiscern1ngeyeforbasicandapplied
researchinthenaturalsciencestocarryout"technology-
spoting",whichinvolvesthecolectionofinformation
abouttechnology.Thismustbeconductedbypeoplewith
anappreciationofnewknowledge,whohavetheabilityto
predictnewtechnologyandmarkets,Whoarefamiliarl仙
knowledgeconcemlngbasicandappliedresearch,andlVho
haveadiscerningeyeandtheabilitytointegratethesetwo
typesofresearch.Researchersinthefieldofthenatural
sciencescanfulfilthisrole.Withoutsuchpersonnel,itwil
bedifficulttomakeuseofthebasicresearchconductedby
theinstitutesoftheRussianAcademyofSciences,Which
doesnotseethelightofday.
5.TheLevelofBasicResearchinRussia
lsthelevelofbasicresearchinRussiarealyhigh?
Researchanddevelopmentactil′itiesconsistofbasic
research,whichinvolvesthediscoveryofscientific
knowledge,appliedresearch,whichinvolvesapplying
thisscientificknowledgeandexamlnlngthepossibilities
foritscommercialization,anddevelopmentalresearch,
whichisaimedatactualydevelopingnewProductsor
nelVproductionmethods.Itisusualfortheoutcomesof
basicresearchtobecolatedandpublishedaspapers,
sotheshareofpapersisanindicatorofthepositionthat
theoutcomesofbasicresearchoccupylnresearchand
developmentworldwideinquantitativeterms.Moreover,
ifapaperiscitedinvarioussituations,itsuggeststhatthat
paperhasbeenevaluatedasbeingofhighquality,Sothe
citationindexofapaperisanindicatorofthepositionthat
theoutcomesof;basicresearchoccupyaroundtheworldin
qualitativeterms.Accordingly,letItsCOnductacomparison
bycountryofthenumberofpresentationsandthenumber
ofcitations,basedondatabasecompiledbytheIS川nstitute
forScientifcInformation).
Theaveragenumberofcitationsperpaperiscaledthe
relativecitationindex.､Amongmajorcountries,theUShas
thehighestrelatil′eCitationindex,at1.5,folo､vedbythe
UKatll36,Canadaat1.24,Franceat1.06andJapanat0.84.
Russia'Slevelisel,enlower,atJuSt0.45.Japanalsohasa
levelbelowIandoccupiesthelowestpositionofanymajor
country,butRussia'srelativecitationindexisel,enloIVer
thanthat.ItisnotpossibletodescribeRussia'srelatil′e
citationindexashigh,sojudgingbythisindicatoralone,
thelel′elofRussia'sbasicresearchcertainlycouldnotbe
describedashigh.
6.Conclusion
NpitherRussia'srelativecitationindexnoritsresearch
anddevelopmentintensJtyCanbedescribedashigh.Given
thissituation,should_WeinJapanJustStandbyandwatchas
scienceandtechnologyinSiberiadeclines?
GlobalcompaniesarecompetlngOnaglobalscale
todeveloplnnOVations･Thereasoヮforthisisthatthey
haveacquireddiverseideasandmanagementresources
fromacrosstheglobeandhavereinforcedtheirinnovative
base.Themoreimportantthesourceoftheinnovatibn,
themorelikelyltistobeinanunexpectedplace,soitis
necessarytodevelopaswift,accuraterecognltJOnOfthis.
ThemainobstacletothisisastereotypICalviewpoJnLIn
thisknowledge-basedsociety,itisnotpossibletosurvive
byadheringtostereotypesinsearchingforinnovations
onthebasisofgeneralknowledgeaboutwhichcountries
arestronglnWhatareas.Thequestionofhowtounearth
valuableinnovationsaroundtheworldisthemainchallenge
inglobalinnovation.
Currently,lVeli一,einanageinWhichintellectual
assetsareusedonaglobalscale.Itisnotnecessarilythe
,casethatacountry'sstrengthsorthestrengthsofinnovation
clusterswithinacountrywHlcontinueinastablemanner
inthelongterm,ashasbeenthe'caseuntilndW･There
arecasesinWhichfieldsthathadgil′enacワuntrya
competitiveedgedeclinerapidly,Withtheadvantage
beingsurrenderedtoanothercountry.Itisnolongeran
ageinwhichstereotypesofwhichcountrylSpowerfulin
Whichareacanbemaintainedstablyinthelongterm･In
theneweconomy,unexpectedinnol′ationsemergefrom
remoteregions.Knowledgespreadsrapidlyonaglobal
scaleanditispossibleforthegreenshootsofinnol′ation
tosproutinplacesWheretheylVOuldnothal′ebeen
expected,Whenconsideredonthebasisofcon17entional
commonknoIVledge.Adoptlnganapproachconstrainedby
conventionalstereotypes,Withhubsofinnovationbeing
alocatedandadjustedonthebasisofexistingStrengthslVil
leadtopotentialopportunitiesbeingmissed.
TheindustrialgoodsthatWere~thehproductsMof
theSol′ietUnionhadlitleinternationalcompetitiveness
whenconsideredonthebasisofthecriteriaofleading
industrializedcountries.IntheSovietUnion,technologlCal
del′elopmentlVaSOrientedtowardsmilitarydemand･
However,itisnotthecasethattheresearchoutcomes
generatedasaresultorthevastpotentialortheresearchers-
accountlngfor30%ofalresearchersWorld､vide-con伝ned
WithinthismilitarysuperpowerWereofnouseatalin
impro171ngthelivesofthepeople.Theproductsofsuch
researchincludeadvancedtechnologythatcountriesare
noIVcompetlngfuriouslyWitheachothertodevelopas
hightechnology,andRussiastilhasmanyIntelectual
resourcesthathaveyettobeputtoprac､ticaluse.Ifone
canseektheseoutandputthemtopracticaluse,itmay
becomepossibletolinkthemtoactualbusiness,asinthe
caseoftheinitiatil,eSundertakenbyTohokuUniversltyand
AkitaPrefecture.~Moreover,asinthecaseorAjinomoto,
onecoulddevelopastrategylnWhichbasicresearchand
researchanddevelopmentarecontractedouttoRussian
researchinstitutes,whilerespectlngthoseinstitutes'own
ideasandcreatlVlty.
Inordertodothis,technologyspotlng,Whichinl′01ves
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gatheringinfomatibnabouttechnology,1Srequired.Unless
researchersinthefieldofnaturalsciences,whounderstand
bothbasicandappliedresearchinthenaturalsciences
andcanspotprojectsWithpotential,conducHechnology
spotingandseekoutbuddingInnovations,itwillbe
difficulttomakeuseoftheresearchconductedbythe
researchinstitutesoftheRussianAcademyofSciencesin
Siberia.
Nol′OSibirskhasthethirdlargestaccumulationOHT
companiesinRussia.Furthermore,softwaredevelopment
istakingplaceatahighlel′el,onthebasisorthead､′anced
scientificandmathematicaleducationbeingprovidedりy
suchinstitutionsasNovosibirskUniversltyandNol′OSibirsk
StateTechnicalUnil′erSlty.Moreover,Japaneselanguage
educationisflourishinginNovosibirskandthereisan
abundanceOHTenglneerSWhocandealWiththeJapanese
language.CostsarehighcomparedwithIndiaorChina,
butNovosibirskhasacompetitiveadvantageinthatitsIT
peoplecanapplynon-standardapproachesandseekpaths
thathavenotpreviouslybeentried.Itischeapertodevelop
softwareaimedattheJapanesemarketherethaninJapan;
itispossibletorequestsoftlVaredeveloperstodothisand
theyhaveaprovenrecordofachievementinthisarea.
InNortheastAsia,Russiacurrentlyoccupiesa
l'ulnerableposition,butinthelongtem ,RussialVilhal7e
amuchbiggerimpactonthisregion,aSitisantlCIPatedthat
bilateralandmultilateralrelationshipsbetlVeenRussiaand
thecountriesorNortheastAsiaWilcontinuetodevelop･
ThemajorCOuntriesofNortheastAsia,i°e.China,Japan
andtheROK,arehighlydependentonimportedenergy
andRussiaishometooilandgasresources･Consequently,
.Russiahasthepotentialtoincreaseitsroleindiplomatic
relationsinNortheastAsia,anditsinfluencewilbecome
verystrong.ThisisbecauseitisantlCIPatedthatRussia
Willbecomeabi貞gerpresenceintheNortheastAsian
economy.AsProfessorValeryKuleshov,Directorofthe
InstituteofEconomicsandlndustrialEngineerlngatthe
SiberianBranchoftheRussianAcademyofSciences,has
said,ifRussiaJOinstheWTO,itWilbecomeinvolved
ininternationalspecialization,participatinginboththe
EUandtheNortheastAsiaEconomicSubreg10m;through
thisprocess,theroleplayedbySiberia,Withitsabundant
resources,Wilundoubtedlyincrease.
ForJapan,Siberiaisaresource-SupplyingreglOnthat
cansupplysuchresourcesasoilandnaturalgas,anditis
alsoaresource-processingreglOn･Moreover,itisalsoan
out畠ourclngregionforsuchfieldsassoft､7aredevelopment,
andaregioninwhichtechnologycanbesoughtandjoint
re占earchconducted.AswelasseeJngSiberiaasaHmarket'
thatwecanexpecttogrowinthefuture,Shouldwenotalso
payatentiontoitsstatusasanareaーCOntalnlngthepotential●
foral′arietyofinnovations?
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